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青少年問題の悩みなどお気軽に

　　24-

謬門

(S≪i･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

1
0
月
2
8
日
（
日
）

太
陽
が
丘
で
楽
し
い
一
日
を

　
秋
空
の
下
、
太
陽
が
丘
へ
行
つ
て
み
ま
せ
ん
か
－
1
0
月
2
8
日
間
、
京
都
府

の
主
催
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
「
府
民
祭
典
」
が
開
か
れ
ま
す
。
メ
ー

ン
会
場
の
太
陽
が
丘
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
。
ま

た
、
文
化
：
ふ
れ
あ
い
・
健
康
広
場
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
多
く
の

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
。

見
て
、
聞
い
て
、
参
加
し
て
、
楽
し
く
愉
快
な
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
当
日
は
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ノ
1-2-SUN
　DAY　府民祭典'90　　
　il

▲総合式典に花を添えた市内小学生鼓隊

　　　　　　　　　　　　(昨年の府民祭典で)

@体育館前

●総合受付9時～16時

⑧陸上競技場

●総合式典10時-10時40分

●音楽カーニバル｢マーチングの広場｣

　n時半～14時　※雨天の場合面体育館

●トリムのっどい｢ジョギング大会｣

　12時～

●グランドフィナーレ｢5000人の大演奏｣

　15時－15時半

○第２競技場

●トリムのっどい1少年サッカー｣

　9時-17時

○球技場Ａ

●トリムのっどい｢ターゲットバードゴルフ｣

　12時～

⑥球技場Ｂ

●トリムのっどい｢グラウンドゴルフ｣12時-

c冒険の森(自然ゾーン)

●健m広場｢健康増進コーナー｣

　｢献血ふれあい'90 in京都｣

　キャンペーン10時-]5時半

●アウト･ドア･ライフ体験教室II時-14時

c体育館ロビー

●府民運動啓発コーナー(絵画800点展示)

(Ｂ)中央広場前園内道路

●音楽カーニバル

　｢カーニバルのパレード」 14時～14時50分

①ファミリー広場

●ミニ遊園地｢ジュニアバイレーツ｣

　　　｢おそ松君ランド(フワフワ)｣

@遊びの森

●音楽カーニバル｢合唱の広場｣

　11時-14時

●植樹祭PRコーナー｢花と緑のメルヘ

　ンランド｣10時-15時半

⑩第1･３･４･５野球場

●トリムのつどい｢学童ソフトボール｣

　　9時半～

a:;)第２野球場

●音楽カーニバル｢吹奏楽の広場｣

　　11時～14時

Rファミリープール

●音楽カーニバル｢邦楽の広場｣

　　11時-14時

(8)野外ステージ

●音楽カーニバル｢音楽交流の広場｣

　　12時半～14時

●キャラクターショー｢アンパンマンシa ー｣

　2回公演i時-n時半、15時～15時半

●≫土芸能フェスティバル

　2回公演li時半～12時半、H時-]5時

○中央広場10時-I5時半

●生涯学習フェスティバルPRコーナー

　｢まなびピア･90 in京都｣

●ふ･れ･あ･い･広場●丹後七姫コーナー

●フラワーポットショー

●物品販売コーナー

・総合案内所

c芝生園地

●文化敦室｢管楽器体験教室｣11時半～14時

　　　　｢楽焼教室｣11時-14時

●休憩コーナー

・会場全体

●ウォークラリーゲーム11時~14時

・宇治市文化センター

　27・28日

国際交流プラザ11時~16時
●映　画
●国際カラオケコンクｰル

　
市
役
所
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
市
民
駐
車
場
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
未
了
。
そ
こ
で
、
三
種
混
合
予
防

接
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）
の

会
場
を
保
健
医
療
セ
’
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
二
ヵ
所
増

設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
と
き
・
と
こ
ろ
は
、
左
表
の
と
お
り
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
三
時
半
で
す
。

　
ま
た
、
十
一
月
の
ポ
リ
オ
服
用
に
つ
い
て
も
。

で
き
る
限
り
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
以
外
の
会
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
各
会
場
共
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

車での来場

ご遠慮ください

1169

三種混合予防接種の日程表

月日 会　　　　場

§

とﾐ

10/19金

木幡公民館

西小倉コミュニティセンター

保健医療センター

n/ie匍
木幡ユニ宇治マンション集会所
　　　　　　　　(木幡公民館南へ50m)
西小倉コミュニティセンター

保健医療センター

12/14溺

木幡公民館

西小倉コミュニティセンター

保健医療センター

H 3

1／18(句

木幡公民館
西小倉コミュニティセンター
保健医療センター
10月18日（水）

行
政
相
談
所
を
開
設

　
一
市
役
所
市
民
相
談
室
で

行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相

談
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
そ
の
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

十
月
十
八
日
俐
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、
市
役
所
市

民
相
談
室
（
庁
舎
玄
関
右
側
、

プ
レ
ハ
ブ
）
で
、
行
政
相
談
所

を
開
設
。
国
や
府
・
市
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、
「
困
っ
た
」
「
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
」
「
こ
フ
し
て
欲
し
い
」
と

い
之
古
情
や
相
談
ご
と
は
あ
り

　
こ
の
ぷ
７
な
相
談
に
、
国
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
が
、
親
切
に
、
迅
速
に
５
じ

孚
。毎

月
第
３
木
曜
日

　
行
政
相
談
を
実
施

　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
、

行
政
相
談
を
、
毎
月
第
三
木
曜

日
に
市
９
所
市
民
相
談
室
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
次
の
行
政
相
談

委
員
の
自
宅
で
も
相
談
が
で
き

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
柔
ｙ
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
　
　
　
（
広
報
課
）

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

・
松
本
　
登

　
五
ヶ
庄
三
番
割
1
0
　
豊
3
1
・
8
3
8
5

●
増
井
繁
一

　
伊
勢
田
町
北
山
５
－
2
3
　
豊
2
0
・
0
1
2
4

●
瀬
田
佐
江
子

　
宇
治
東
内
2
3
　
a
2
1
・
４
７
9
3

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

１
０
月
１
４
日
か
ら
行
政
相
談
週
間

問
い
合
わ
せ
は
先
平
成
２
年
度
府
民
祭

典
実
行
委
員
会
事
務
局

３種混合予防
接種の会場を
増設
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働
く
女
性
は
年
々
増
加
し
、
。

昭
和
六
十
三
年
に
は
、
エ
〈
百

七
十
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
全
雇
用
者
の
三
分
の
一

（
三
六
・
八
％
）
か
西
め
る
数
字

で
あ
り
、
前
年
に
比
べ
五
十
五

万
人
も
上
回
っ
て
い
ま
ま
図

１
・
総
務
庁
統
計
局
「
労
働
調

査
」
参
照
）
。

　
日
常
生
活
の
中
で
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
活
動
か
行
う
人
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成

二
年
度
宇
治
市
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
養
成
講
習
全
一
を
開
き
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と
お

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時

半
ト
９
時
半
（
1
5
日
出
は
午
後
７
’

時
～
９
時
半
、
3
0
日
吻
は
午
後
７

! Ill ||||||||||||iIII II III I I mill mini iiiiiii mini iiiiiii i in

　　体育･スポーツ指導者養成講習会の日程･内容

回 月日 内　　　　　容 講　帥

１ 11/15ね スポーツと運動処な 京郡枚育大学教授
寺田　允世さん

２ Il/20(幻現代社会とス.t:ーツ
　　ースポーツ指心者の球礎'T-力ー

京都枚育大学助教攬
杉本厚夫さん

３ 11/22困 スポーツ■a敞と救急処1?;
京都教介大学助教授

山際哲夫さん

４ 11/27(M
発介発達論
　　一加齢による身体能力の変化－

京乱大字I*教授
中村柴人郎さん

５ ll/30倒
スポーツ妓術論

　－スポーツ技伴iの加らHi･－(実技をまむ)
京都教斤大rt-槻仁
≫(■≫:　弘・|気ん

働
く
女
性
は
″
M
字
型
″

就
労
パ
タ
ー
ン
は

’
Ｍ
字
型
‘

　
仕
事
か
痔
つ
女
性
の
年
齢
別

の
割
合
か
見
る
と
、
二
十
代
前

半
と
四
十
代
の
二
つ
の
ピ
ー
ク

か
痔
つ
「
Ｍ
字
型
」
と
な
っ
て

い
ま
ず
。

時
～
９
時
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
ほ
か
▼
対
寧
：
市
内
在
住
・

在
勤
で
、
地
域
の
団
体
な
ど
で
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
を
し
て
い
る
人
か
、

指
導
者
を
目
指
し
て
い
る
人
▼
受

講
料
…
2
0
0
0
円
（
資
料
代
な

ど
）
▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
…
1
0
月
3
1
日
困
ま
で
に

市
民
体
育
課
へ
。

　
親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
▼
と
き
…
1
0
月
3
0
日
叫
工
１
１
月

1
6
日
出
の
毎
週
火
・
金
曜
、
午
後

７
時
～
９
時
（
全
６
回
）
▼
と
こ
ろ

：
大
久
保
小
学
校
▼
対
鰍
・
・
小
学

生
（
４
年
生
以
占
と
そ
の
親
▼

定
員
・
：
2
0
組
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
市
民
体
育

課
へ
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
…
1
0
月
2
2
日
㈲
・
2
5
日

出
・
2
6
日
出
、
午
後
７
時
半
～
９

　
こ
の
「
Ｍ
字
型
」
は
日
本
の

働
く
女
性
の
特
徴
と
言
わ
れ
、

結
婚
や
出
産
の
た
め
に
い
っ
た

ん
退
職
し
て
、
子
育
て
が
済
ん

だ
こ
ろ
に
、
今
度
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
く
と
い
う
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
ｔ
ｍ
し
て
い
未
丁
（
図

２
・
年
齢
、
‘
男
女
別
労
働
力
率

時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
横
島
中
学
校
▼

内
容
…
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
、
ダ
ー
ツ
▼
参
加

費
…
無
料
▼
準
備
品
Ｌ
裁
▼
申

し
込
み
…
当
日
直
接
会
場
へ
。

中央図書館

折居台１丁目１

a20・ 1 5卜

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
3
日
出
、
午
後

３
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
対
象
・
・
・
昔
話
・

絵
本
・
物
語
夕
聞
克
い
子
μ
も

▼
内
容
…
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　
（
す
ば
な
し
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
…
大
西
雅
子
さ
ん

（
酋
2
4
・
4
8
0
7
）
へ
。

参
照
）
。

　
こ
れ
ま
で
、
専
業
主
婦
で
あ

っ
て
も
仕
事
夕
痔
つ
主
婦
で
あ

っ
て
も
、
家
事
・
育
児
と
い
っ

図1主な活動状態別女子非労働力

　　人口及び女子雇用者数の推移
(万人)

2.0OO

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
Ｈ
日
困
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
ほ
か
▼
対
象
・
：
３
・

４
歳
児
▼
参
加
費
…
無
料
▼
問
い

令
幻
せ
・
・
・
中
央
図
書
館
へ
。

大久保青少

年センター

　
中
・
高
校
生
の

　
ギ
タ
ー
教
室

　
こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
怠
男
て
み

た
い
人
・
基
礎
か
ら
学
ん
で
み
た

い
人
の
た
め
の
、
や
さ
し
ぞ
わ
か

ギター教室の日程･内容

回 月日 内　　容

１ 11/1
　(ね ギターを始めよう

２ 11/8
　(昶

曲に挑戦しよう

３ 11/15
　(昶 みんなで楽しもう(介奏曲J

４ 11/22
　(昶

課題曲に挑戦しよう

た
家
庭
の
仕
事
は
、
当
然
、
女

性
の
役
割
で
あ
る
と
？
飲
元

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ

.
Ｃ
Ｎ
Ｈ
状
況
で
は
、
結
婚
後
、
家

l.OOO

０

事
と
育
児
を
こ
な
し
な
が
ら
女

性
が
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
、

大
変
な
負
担
と
な
り
未
了
。
そ

の
た
め
、
仕
方
な
ぐ
退
職
し
て

１
　
承
コ
こ
と
が
多
く
な
る
の
で

す
。

　
女
性
が
働
露
｀
け
る
た
め
に

は
、
男
女
の
性
に
よ
る
役
割
意

　　　　資料:m務庁統計局｢労働調査｣

図2年齢(5歳階15)･男女別労働力率

(％)

100

り
や
す
い
入
門
教
室
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
章
上
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６

時
～
８
時
▼
と
こ
ろ
：
大
久
保
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
・
在
学
の
中
・
高
校
生
▼
定
員

…
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
指
導
…
河

野
康
男
淮
ん
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）
▼
参

加
費
…
無
料
▼
持
言
Ｔ
ク
ラ
シ

″
ク
ギ
タ
ー
（
ギ
タ
ー
の
な
い
人

は
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
ぐ
だ
さ

中央公民

館
問
い
合
わ
せ

折居台１丁目１

魯20・ 1 4 卜

　
市
民
土
曜
講
座

　
京
都
文
教
短
期
大
学
と
の
共
同

企
画
に
よ
る
こ
の
講
座
。
今
月
の

テ
ー
マ
は
「
お
茶
の
歴
史
と
牛
活
」

で
す
。
ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
3
日
出
、
午
後

２
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
中
央

80

60

公
民
館
▼
講
師
・
・
・
京
都
文
教
短
期

大
学
教
授
・
北
川
純
弓
兄
▼
申

し
込
み
・
・
・
中
央
公
民
館
へ
。

　
天
体
写
真
を
募
集

　
宇
宙
へ
の
夢
と
ロ
マ
ン
は
、
大

人
・
子
芦
七
を
問
わ
ず
、
だ
れ
も

が
抱
ぐ
も
の
で
す
。
中
央
公
民
館

で
は
、
そ
ん
な
夢
と
ロ
マ
ン
が
い

っ
ぱ
い
の
「
天
体
写
真
展
」
を
、
来

年
の
春
休
み
に
開
催
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
写
真
展
に
出
品

す
る
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
天
文
愛
好

家
の
天
体
写
真
や
教
具
・
教
材
を

募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
作
・

苦
心
作
を
、
ど
し
ご
し
ご
応
募
ぐ

だ
さ
い
。
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
へ
。
な
お
、
締
め
切

り
は
平
成
三
年
三
月
十
五
日
翻
で

す
。

小倉町寺内91

豊22 ･ 4 6 8 7

う
た
ご
え
学
級

参
加
者
募
集

子
戸
も
の
こ
ろ
に
ロ
ず
さ
ん
だ

識
舎
暑
Ｅ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
男
性
胞
栓

も
共
に
家
庭
責
任
鷺
貝
い
、
共

同
し
て
、
豊
か
な
家
庭
牛
活
を

営
ひ
と
い
ヶ
生
意
″
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

シ
か
。
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

6
5
歳
以
上

6
0
－
6
4

5
5
1
5
9

5
0
1
5
4

4
5
－
4
9

4
0
1
4
4

3
5
‐
～
3
9
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資科：

20

1

24

1
5
1
1
9

40

20

0

曲
、
今
も
心
に
残
る
あ
の
美
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
　
ー

　
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
、
懐
か

し
ぐ
美
し
い
歌
を
歌
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
▼
と
き
…
一
…
一
月
1
6
日
Ａ
１
１
月
６

日
の
毎
週
火
曜
、
午
前
1
0
時
～
正

午
（
全
４
回
）
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公

民
館
▼
対
象
・
：
学
級
終
了
後
も
サ

ー
ク
ル
で
活
動
で
き
る
市
民
▼
曲

目
・
：
旅
愁
、
ふ
る
さ
と
、
も
み
じ
、

遠
ぐ
へ
行
息
い
▼
指
導
・
：
中
島

比
沙
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
教
師
）
▼
参

加
費
…
無
料
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
小
倉
公
民

館
へ
｛
器
か
来
館
で
。

　
小
倉
子
ど
も
人
形
劇
団

　
団
　
員
　
募
　
集

　
放
課
後
の
ひ
ご
と
き
忿
練
習
に

あ
て
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ー
ハ
ル
ヽ

や
人
形
劇
夏
ま
つ
り
な
ど
、
多
く

の
人
の
前
で
公
演
発
表
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
学
２

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
▼
活
動
日

・
：
月
３
回
、
火
曜
日
の
午
後
４
時

半
ト
６
時
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民

館
▼
参
加
費
・
・
・
月
３
０
０
円
（
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
代
）
▼
申
し
込

み
・
・
・
小
倉
公
民
館
へ
電
話
か
来
館

で
。

歴史資料館収蔵品展

　今回は、巨椋(おぐら)llやその周辺を中

心にした宇治の西部にかかわる民具を展示。

また、宇治市の名所を描いた観光絵図屏風

(びょうぷ)などの美術工芸品も展示します。

多数ご来場ください。

　　　　歴史資料館

　　　　午前9時～午後５時

月曜･祝日、12月28日~3年1月３日は休館

　折居台１丁目１　S20・13 11

美術工芸資料　　　　　　　　　記述泰自筆

　　観光絵図屏風(昭#D31年)　　　………゜｀'Iﾆ:゛Iﾆﾆ:j'｀:゛゛゛I:｀"ﾆ“４゛７＝゛

　　山水楼閣図屏風(江戸時代)o地理資料

　　一閑張進物台　　　　　　　　大久保村絵図

　　月見漆絵盆　など　　　　　　七ツ塚付近絵図　など

民俗資料

　漁具を中心にした民具

　　モンドリ・雁爪(がんつめ)

　　田ブネ・マエガキ・クワ

　　など

　　　〔主な出陳品〕

Ｏ歴史資料

　巨椋池をめぐる古文書

　　大池争論文書

　　漁業関係文書など

1170

市
民
体
育
課

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会

小倉公民館

OPEN

THE

WIN

DOW

オープン・ザ・ウインドウ

「
南
山
城
の

　
　
村
と
祭
り
」

歴史サロン

10月130（土）～3年1月13日（日）
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確かな知識でさわやかライフ

消費生活講座を開催

でり牲費や量かしじ之に
す立とと｀　のして　｀当囲翁゛ヽ
　゜つし　｀

ｎ

エ　｀い日た　さ‾^
　てた自なネそ　

a 7り哀や登

　い上然どルれ孚を前　｀豊た
　るに　のギは　゜過にそかち
　の成穣消Ｉ大しご感れさ咳

　
現
在
の
暮
ら
し

夕
見
つ
め
直
し
、

消費生活講座の日程・内容

回 月日 内　　　　容 講　帥

１ 10/23
　図

環境問題とくらし
　=資源を考える一

京都K苓大学教授
　槌田　助さ/..

２ 10/30
　(■≪

知っておきたい
　　　　薬と健康

京都薬剤師会会艮
　寺鴎　繁さん

３ 11/14
　(徊

上手な浄水器の使いむ
近畿松下テクニ
カルサービス㈱

４ 11/21
　(徊

訪問販売
＝悪徳商法の手口と撃退法=

弁4士
　　平野鷹子さん

５ 11/27
　(刈

日本の食料･1鴎を考える
京都新聞tt大Rill次li

　　船越　昇さん

本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
考
え
、

ま
た
健
康
問
題
な
ど
を
学
習
す
る

た
め
、
市
で
は
「
消
費
牛
居
講
座
」I ▲消費者にとって、本当の豊かさとは…

ｉ　　　　　　（今年５月の消費生活講座で）

･･･-■■■■･--･･---･-■-■-･-･-･--■-･･■■■-･･･-■■-■一晶儡-----･･■■■･---･

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
、
未
成
年
者
が
親
の
同

意
を
得
な
い
で
高
額
な
商
品
を

買
っ
た
り
、
悪
質
な
セ
ー
ル
ス

マ
ン
に
し
つ
こ
く
励
貿
八
、

商
品
や
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
入

会
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
り
す

る
ヶ
Ｉ
ス
が
よ
く
あ
り
未
７
．

　
未
成
年
者
の
契
約
は

　
　
取
り
消
し
が
可
能

　
民
法
で
は
、
法
定
代
理
人

（
原
則
と
し
て
両
親
）
の
同
意
を

得
な
い
未
成
年
者
の
行
為
は
、

何
時
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
社
会
的
に
未
成
熟
で
、
取
り

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
受
講

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お

り
、
時
間
は
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

と
こ
ろ
・
・
・
産
業
会
館
▼
定
員
・
：
6
0

人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼

保
育
…
２
歳
以
上
の
幼
児
を
保
育

し
毒
了
▼
申
し
込
み
…
自
治
振
興

課
（
内
線
３
８
５
）
へ
、
電
話
か
来

庁
で
。
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

お
知

ら
せ

　
漢
方
と
太
極
拳
の
集
い

　
「
東
洋
の
Ｅ
学
と
文
化
を
学
ぼ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
場
中
国
の

得
ず
に
高
額
な
買
い
物
を
し
て

し
ま
っ
た
ぷ
７
な
場
合
は
、
契

約
者
自
身
か
法
定
代
理
人
が
、

販
売
店
に
対
し
て
「
売
買
契
約

の
取
り
消
し
通
告
」
か
予
れ
ば

よ
い
の
で
す
（
信
弧
荘
と
ク

レ
ジ
″
ト
契
約
を
し
て
い
る
場

専
門
寥
涵
叉
て
講
演
会
が
開
か

れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
4
日
團
、
午
前

1 0
時
１
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
漢
法
と
食
事

療
法
、
太
極
拳
実
技
の
体
験
▼
講

師
・
：
南
京
中
医
学
院
・
黄
煌
さ
ん

ほ
か
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
申
し
込

み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い

合
わ
せ
・
・
・
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線

３
６
０
）
へ
▼
主
催
・
：
京
都
府
看

護
協
会
山
城
地
区
。

　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
風
し
ん
予
防
接
種

　
▼
と
き
・
：
ｍ
…
　
　
月
1
9
日
出
、
午
後

２
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
中
学
校

２
・
３
年
生
で
、
学
校
で
接
種
し

て
い
な
い
女
子
生
徒
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
平
成
二
年
度
第
三
次
自
衛
官
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
募
集
種
目
、

資
格
な
芦
丙
容
は
右
下
表
の
と
お

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

　
（
容
4
4
・
7
1
3
9
）
か
、
企
画

管
理
部
総
務
課
（
内
線
４
３
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

に
し
た
契
約
で
あ
っ
て
も
、
次

の
場
台
は
取
り
消
せ
ま
せ
ん
。

巾
結
婚
し
て
い
る
場
苧
・
二
十

　
歳
未
満
で
も
、
法
律
上
の
結

　
婚
を
し
て
い
る
人
は
、
判
断

　
能
力
の
あ
る
社
会
人
と
見
な

　
さ
れ
未
了
。

”
娘
が
親
に
内
証
で
高
額
な

　
商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
″

引
き
な
ど
の
際
の
判
断
能
力
が

不
完
全
な
未
成
年
者
を
保
護
す

る
た
め
規
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
取
り
消
し
は

　
内
容
証
明
郵
便
で

　
禾
成
年
者
が
、
親
の
同
意
を

合
、
信
販
会
社
へ
の
通
知
も
必

要
）
。
こ
れ
ら
の
通
知
に
は
、
証

拠
が
残
る
形
の
内
容
証
明
郵
便

か
莉
用
す
る
の
が
確
実
で
す
。

取
り
消
せ
な
い
場
合
も

　
た
だ
し
、
未
成
年
者
が
勝
手

C
Ｍ
未
成
年
者
が
年
齢
夕
価
つ
た

　
場
今
・
・
自
分
が
成
年
で
あ
る

　
と
偽
っ
て
、
取
引
の
相
手
方

　
を
だ
未
了
行
為
を
し
た
と
き
。

ぶ
処
分
″
詐
さ
れ
た
財
産
の
場

　
合
・
：
親
が
目
的
を
決
め
て
Ｉ

　
定
の
金
額
か
便
う
こ
と
を
許

自衛官の募集期間及び採用予定月

違法駐車が原因の事故が多発

子どもを事故から守るためにも…

　しない　させない

　　　　　　　違法駐車

募集種目 受付期間 入隊 資　格

男

子

2 等陸士
12H28日まで

10月30日
ｎ月29日

　　30日 18歳以上
27歳未満者

２等海士 10月24日
n月28日

２等陸士

2 孚海士
2 等空士

3年3月中旬まで
３年

３月下旬
３年３月新規
高等学校卒業
予定者

防衛大学校

学　　生
10月25ロまで

３年

４月上旬

高卒(見込み）

2i歳未満者

自衛隊生徒
11月１日～
3年1月4日

　　※

３年

３月下旬

中卒(H,込み）

17iS未満者

男

女

防衛医科

大学校学生
10月25日まで

３年

４月上旬

高卒(a込み）

2i歳未満者

女
子 石護学生I0月31日まで

３年

３月下旬

高卒(Si込み}

22歳未満者

注）※平成3年3月新規中学校卒業予定者の受け付け及

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
0
日
出
、
午
後

３
時
と
５
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

　
し
、
そ
の
目
的
の
範
囲
内
で

　
取
引
を
し
た
と
き
。

㈲
追
認
し
た
場
合
・
：
例
え
ば
、
『

　
未
成
年
者
の
と
き
に
ク
レ
ジ

　
ッ
ト
で
買
い
物
を
し
て
、
そ

　
の
代
金
か
成
人
し
て
か
ら
Ｉ

　
度
で
も
支
払
う
と
、
追
認
し

　
た
と
見
な
さ
れ
未
了
。

　
詳
し
く
は
相
談
室
へ

　
そ
の
他
、
契
約
時
の
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
そ
の
判
断
が
微
妙

に
異
な
る
こ
と
が
あ
り
康
司

こ
の
よ
シ
な
事
例
に
遭
わ
れ
た

場
合
は
、
市
の
消
費
生
活
相
談

室
（
自
治
振
興
課
消
費
牛
活
係

内
、
内
線
３
８
５
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

び試験期日については、上表にかかわらず.X部･

労働両省から示された期日miにm施します。

・
：
菖
太
体
育
課
▼
対
鰍
：
1
5
歳
以

上
突
（
中
学
生
か
賑
く
）
▼
定
員

・
・
・
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…

1
0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込

み
…
1
0
月
1
4
日
旧
、
午
前
９
時
か

目と上肢の不自由な人

ＮＴＴ無料番号案内

　　申し込みを

　
今
年
十
二
月
一
日
出
か
ら
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
日
本
電
信
電
話
㈱
の
番
号
案

内
が
有
料
（
一
番
号
案
内
、
三
十
円
）

に
な
り
ホ
チ
。
し
か
し
、
目
や
上

・ ㎜ － ・ ・ ・ ・ ■ ■ ・ ・ ■ ・ ｉ

付
け
た
風
船
を
飛
ば
し
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
2
5
日
ヽ
菟
道
小
学
校
で
こ

ら
、
黄
奘
体
育
館
（
豊
3
3
・
4
0
0

1
）
へ
。
顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ
２
・
５

ぢ
）
が
必
要
。
　
（
公
園
公
社
）

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
8
日
面
、
午
前

９
時
半
Ｉ
午
界
轟
▼
と
こ
ろ
…

総
合
福
祉
会
館
▼
内
容
…
行
楽
弁

当
作
り
と
秋
の
宇
治
散
策
（
μ
石

ら
石
片
方
の
参
加
も
可
）
▼
対
象

・
・
・
肢
体
障
害
者
▼
指
導
…
料
理
研

究
家
・
寺
崎
ひ
ろ
子
さ
ん
▼
参
加

費
…
５
０
０
円
程
度
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
｡
｡
.
o
月
1
8
日
困
ま
で

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
容
2
2
･

1
0

6
5
0
）
へ
。
な
お
、
雨
天
の
場
合

は
、
行
楽
弁
当
作
り
だ
け
実
施
。

肢
な
ど
が
不
自
由
な
た
め
電
話
帳

の
使
用
が
困
難
な
人
は
、
無
料
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
今
、
「
無
料
番
号
案
内
」
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
毒
了
。

▽
対
象
・
：
左
下
表
の
と
お
り

▽
申
し
込
み
・
：
Ｎ

　
Ｔ
Ｔ
各
支
店
備

　
え
付
け
の
申
込

　
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
身

　
体
障
害
者
手
帳

　
か
戦
傷
病
者
手

　
帳
の
該
当
ペ
ー

　
ジ
（
氏
名
、
手
帳

　
番
号
、
障
害
名
、

　
級
別
・
障
害
の

　
程
度
）
を
コ
ピ

　　　　無料番号案内の対象者

■身体簿害者手帳を持ち､次のいずれかの障害のある人

　
〈
ボ
ー
リ
ン
グ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
日
面
、
午
後

２
時
半
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
…
松

園
ボ
ー
ル
（
西
友
宇
治
店
向
か
い

側
）
▼
対
象
・
・
・
肢
体
障
害
者
、
車

い
す
利
用
者
▼
参
加
費
…
４
０
０

円
（
２
ゲ
ー
ム
・
靴
券
込
み
）
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
1
0
月
1
8

日
俐
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
豊
2
2
・
5
6
5
0
）
へ
。
送
迎
の

必
要
な
人
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月

訂
正
と
お
詫
び

市
政
だ
よ
り
二
面
、
「
幼
児
家
庭
教

育
学
級
」
の
記
事
中
、
「
光
信
降
き

さ
ん
は
「
隆
夫
孤
ん
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
ず
。

　
Ｉ
し
た
も
の
奎
添
え
て
、
Ｎ
Ｔ

　
Ｔ
宇
治
支
店
（
〒
6
1
1
宇
治
妙
楽

　
6
9
）
へ
郵
便
で

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
局
番

　
無
し
の
1
1
6
番
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

区　分 身体障害者等級表による級別

脱党障害 1~6級
肢体不自由(上肢､体幹､乳幼

児期以前の非進行性の脳病

変による運n機能障害)
1 . 2級

■戦傷病者手帳を持ち､次のいずれかの障害のある人

区　分 障害のli慶．

視力の障害 特別項症～第6項症

上肢の障害 特別項症～第2項症

乳
が
ん
検
診
受
付
中
　
　
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
３
６
０
）

パートの求職・求

人のことなら　城

南ﾊﾟｰﾄサテラ

イトへご相談を

　
十
月
八
日
側
、
府
立
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
田
町

新
中
ノ
荒
）
に
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
職
業
紹
介
機
関
「
城
南

パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
」
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
全
国

の
公
共
職
業
安
定
所
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ん
だ
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
」
か
活
用
し
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
求
職
・
求
人

改正

の
情
報
夕
陽
時
に
提
供
し
ホ
７
．

ま
た
、
求
職
・
求
人
者
の
雇
用
な

ど
に
関
す
る
相
談
も
舜
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
労
働
省
が
今
年
度

の
新
規
事
業
と
し
て
全
国
に
十

五
ヵ
所
設
置
し
た
’
７
ち
の
一
つ
。

最
近
の
宇
治
・
城
陽
・
久
御
山
地

域
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
の
増

加
状
況
に
こ
た
え
た
も
の
で
、

今
幌
パ
ー
ト
の
雇
用
の
安
定

と
労
働
条
件
の
向
上
に
寄
与
ず

る
機
関
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
業
務
取
扱
日
は
、
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
八
日

上
月
四
日
）
及
び
毎
月
第
二
・

第
四
土
曜
日
、
第
三
水
曜
日
を

除
く
毎
日
。
開
所
時
間
は
、
平

日
は
午
前
九
時
～
午
後
五
時
、

土
曜
日
は
午
前
九
時
～
正
午
。

　
求
職
・
求
人
の
相
談
・
問
い

合
わ
せ
は
、
城
南
パ
ー
ト
サ
テ

ラ
イ
ト
（
豊
4
6
・
4
0
1
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

宇
治
市
勤
労
者
住
宅

資
金
融
資
制
度

　
市
で
は
、
勤
労
者
の
皆
さ
ん

の
住
生
活
牽
同
上
さ
せ
る
た
め
、

京
都
労
働
金
庫
と
協
力
し
て
、

住
宅
資
金
夕
低
利
で
融
資
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
ず
が
、
十

月
一
日
か
ら
、
融
資
限
度
額
・

年
利
率
・
収
入
限
度
額
な
ど
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
〈
融
資
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

　
自
ら
居
住
す
る
住
宅
の
新
築
・

購
入
（
中
古
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を

含
む
）
、
増
改
築
・
修
繕
か
ず
る

人
で
、
次
の
条
件
夕
満
た
す
人
。

①
宇
治
市
内
に
居
住
し
、
住
民

　
登
録
が
あ
り
、
今
後
も
市
内

　
に
居
住
す
る
人

②
現
勤
務
先
に
一
年
以
上
勤
め

　
て
い
る
給
与
所
得
者

③
前
年
の
収
入
が
、
一
千
万
円

　
以
下
の
人

　
《
融
資
額
〉

　
新
築
・
購
入
（
中
古
・
マ
ン
シ

ョ
ン
か
苔
む
）
の
場
合
は
七
百

万
円
ま
で
、
増
改
築
・
修
繕
の

場
合
は
五
百
万
円
ま
で
で
、
融

資
額
が
。
百
六
十
万
円
以
上
の

場
合
、
抵
当
権
か
設
定
し
ま
ず
。

〈
利
率
〉

　
借
還
期
間
が
十
年
以
下
の
も

の
は
、
年
五
八
％
、
十
年
か
迎

す
も
の
は
、
年
五
・
七
％
で
す
。

　
《
償
還
期
間
〉

　
最
長
二
十
年
（
融
資
額
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）
で
、
連
帯
保

証
人
は
、
機
関
保
証
ま
た
は
連

帯
保
証
人
の
い
ず
れ
か
の
選
択

と
な
り
未
了
。

　
《
申
し
込
み
〉

　
毎
月
第
三
金
曜
日
に
締
め
切

り
、
翌
週
の
審
議
会
で
決
定
し

ま
す
。
融
資
は
、
申
し
込
み
締
め

切
り
月
の
翌
月
下
旬
以
降
に
、

京
都
労
働
金
Ⅲ
宇
治
支
店
で
行

い
ま
す
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
商
工
観
光
課
労
政
係
（
内
線

２
９
１
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）
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平
成
元
年
度
の
本
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
（
国
保
会
計
）
は
、
保
険
料
を
平
均

＝
丁
九
％
引
き
上
げ
た
こ
と
や
、
国
か
ら
臨
時
の
交
付
金
一
億
一
千
五
百
万
円
を
受
け
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
単
年
度
で
約
一
億
三
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
岫
和
六
十
年
度
末
に
は
約

四
億
円
に
達
し
て
い
た
累
積
赤
字
も
、
約
二
千
万
円
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
市
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
連
続
し
て
、
国
か
ら
「
高
医
療
費
市
町
村
」

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
「
国
保
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
強
化
し
、
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
、
国
保
事
業
の
健
全
化
に

向
け
て
取
り
組
・
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伸
び
続
け
る
医
療
費
と

一
人
当
た
り
診
療
費

　
本
市
国
保
会
計
の
平
成
元
年
度

支
出
見
込
み
総
額
約
五
十
九
億
五

千
万
円
の
シ
ち
、
保
険
給
付
関
係

経
費
（
医
療
費
に
対
し
て
保
険
が

負
担
ず
る
費
用
。
老
健
拠
出
金
と

高
額
共
同
事
業
拠
出
金
を
含
む
）

が
、
約
九
五
％
か
占
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
医
療
費
の
動
向
が
、
国

保
心
一
計
支
出
の
動
向
牽
否
７
左

右
す
る
わ
け
で
す
。

▲８月19日、太陽が丘体育館で、心身の健康づ.くりに役立てていただこ

うと、ヘルスパイオニアタウン事業として｢健康とヨーガの集い｣を開催

　
こ
の
医
療
費
の
平
成
元
年
度
の

状
況
は
、
表
―
の
と
お
り
、
全
体

分
診
療
費
は
約
八
十
八
億
五
千
万

円
で
、
対
前
年
度
伸
び
堅
ハ
・
八

％
、
入
院
分
だ
け
で
は
約
四
十
四

億
七
千
万
円
、
対
前
年
度
伸
び
率

四
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
医
療
費
に
対
し
て
支

払
わ
れ
る
保
険
給
付
費
（
老
健
拠

出
金
を
含
む
）
は
約
五
十
五
億
六

千
万
円
、
対
前
年
度
伸
び
率
約
五

郊
で
、
昭
型
〈
十
三
年
度
の
対
前

年
度
伸
び
率
約
一
一
％
に
比
べ
れ

ば
、
伸
び
は
や
や
鈍
化
Ｌ
笙
し
た
。

表１　国保全体分診療費の推移

(※)診療費＝入院十入院外十歯科費用額

　
こ
れ
は
、
一
昨
年
か
ら
、
国
保

事
業
運
営
安
定
化
に
向
け
て
、
皆

さ
ん
と
共
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
が
表
れ
て
き
た
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
が
し
、
伸
び
率
は
鈍
化
し
ま

し
た
が
、
全
体
分
診
療
費
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
に
寂
わ
り
な
く
、

な
お
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
未
了
。
加
え
て
、
今
年
度
の
医

療
費
も
、
昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
、

入
院
分
を
中
心
に
か
な
り
高
い
伸

び
率
で
推
移
し
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。

　
老
人
分
を
中
心
に

　
医
療
費
増
加
の
傾
向

　
全
体
分
診
療
費
の
伸
び
の
ほ
か

に
も
、
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
表
２
の
と
お
り
、
本
市
国
保
一

人
当
た
り
診
療
費
は
、
老
人
分
・

老
人
外
分
を
問
わ
ず
、
全
国
平
均

か
王
回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
老
人

分
は
、
昭
和
六
十
二
・
六
十
三
年

度
を
通
じ
、
全
国
平
均
の
約
一
・

四
倍
、
入
院
分
で
は
約
丁
五
倍

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
も
、
対
象
者
（
七
干
歳
以

上
の
老
人
怠
〈
十
五
歳
以
上
の
寝

安
定
運
営
へ
の
取
り
組
み
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
こ
れ
ら
の
医
療
費
に
対
し
て
支

払
わ
れ
る
保
険
給
付
費
は
、
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
国
庫

金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す

（
表
３
）
。

　
従
っ
て
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、

皆
さ
ん
の
保
険
料
負
担
も
当
然
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

表2老人と老人以外の一人当たりの医療費の比較,|'(*:l,I

＼ 仝　　国 宇治市

老人分 老人外分老人分 老人外分

診
療
費

昌沼 523,914 121,510745,091 131,532

臨擢 538,227 127,908755,172 139.599

平成
元年度 集計中 793,109

　(tfiiみ)
146,036
(兄込み)

うち

入

院
分

昭和
62年度 296,246 52,632 444.583 57,553
as な

301,928 54,839 451,391 61,729

‰諸 集計中 469.588
　(兄iiみ)

62.010
(兄込み}

※老人分とは老人傑健法の適用を受けている人(70嘔以上の老人及び

65歳以上の寝たき'I老人）

　　　　　-

　　　　　立　　　　±、-A 　
こ
の
大
切
な
財
源
を
無
駄
使
い

し
な
い
ぶ
つ
、
日
ご
み
か
ら
、
健

康
管
理
・
健
康
増
進
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
市
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
国
保
を
、
安
定
し
て
運
営

で
き
る
ぷ
コ
、
国
保
事
業
運
営
安

定
化
計
画
を
中
心
に
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
章
柔
ｙ
。
そ
の
主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
川
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実

　
昨
年
晋
足
し
た
レ
セ
プ
ト
審
査

室
を
中
心
に
、
医
療
機
関
か
ら
の

表３一人当たり保険給付費

　　　(全体分)の財源内訳

　　(平成元年度―見込み)

た
き
り
老
人
）
が
毎
年
増
え
続
け

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
ま
す

ま
す
、
医
療
費
全
体
が
老
人
分
を

中
心
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
国
保
事
業
運
営
は
、
よ
り
一
層

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）

の
点
検
体
制
か
拡
充
・
強
化
。
併

せ
て
、
国
保
莫
昌
の
審
査
機
能

の
強
化
を
さ
ら
に
求
め
ま
す
。

　
閉
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強

化　
健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た

医
療
に
要
し
た
経
費
を
お
知
ら
せ

す
る
医
療
費
通
知
を
充
実
。
こ
の

ほ
か
、
健
康
で
生
既
か
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
ヘ
ル
ス

パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
」
を
進

め
ま
す
。

　
剛
在
宅
ケ
ア
の
推
進

　
人
間
ト
ヨ
タ
受
診
世
帯
を
対
象

に
、
健
凩
つ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
た
め
、
保
健
婦
訪
問
指
導
を
引

張
続
い
て
行
い
ま
す
。

繰入金

4.484円

(3.0％)

(豪)一般会計繰入金は赤字解消分を含まず

▲昨年12月24日、文化センターで「地域医療の在り方を考えるパネルディ

スカッション」を開催｡参加者も一体となった熱-しな討議が行われました

　
㈲
間
連
施
策
の
推
進

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
体
育
・

社
会
教
育
活
動
な
ど
の
場
で
、
体

力
づ
く
り
・
健
辰
つ
く
ひ
行
事
を

推
進
し
ま
す
。

　
團
医
療
機
関
と
の
妖
一
し
合
い

　
医
療
費
適
正
化
の
た
め
、
市
民

の
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、
理
解

と
協
力
を
求
め
ま
す
。

　
㈲
保
険
料
収
納
率
の
向
上

　
適
正
か
つ
必
要
な
保
険
給
付
費

確
保
の
た
め
、
保
険
料
は
大
切
な

財
源
で
す
。
保
険
料
を
納
付
し
や

す
い
よ
う
に
、
納
期
回
数
を
変
児

（
従
来
の
六
回
聚
申
回
に
）
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
収
納
率
向
上
に
努

め
未
了
。

　
剛
赤
字
解
消
の
計
画
的
実
施

　
引
き
続
き
、
赤
字
解
消
の
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
特
別
の
繰
り
入

れ
を
行
い
、
累
積
赤
字
の
解
消
に

努
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
議
会
を
は
に
ゐ

国
保
運
営
協
議
会
、
国
・
府
な
ど

関
係
諸
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、

国
保
運
営
安
定
化
に
向
け
て
、
一

つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
消
し
て
い
き

ま
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
大
切
な
国
保
制
度
が
安
定
し
、

円
滑
に
運
営
で
き
る
ぷ
つ
、
重
ね

て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り
事
業

　
今
年
は
、
市
が
国
か
ら
「
ヘ
ル
ス
パ
イ

オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
（
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
先

進
都
市
）
事
業
」
の
指
定
を
受
け
て
、
三
年

目
で
す
。
市
で
は
、
今
年
も
、
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
予
定
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
・

活
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
〈
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
う
じ

　
　
　
今
年
度
の
主
な
健
康
づ
く
り
事
業
〉

▽
ビ
デ
オ
「
い
き
い
き
健
康
家
族
」
の
収
録
・
放
映
・
：
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
姿
を
、
ビ
デ

オ
に
収
め
、
各
公
民
館
な
ど
で
放
映
の
予
定
（
収
録
中
）
。

▽
第
７
回
市
民
駅
伝
大
会
・
・
１
１
月
2
5
日
間
、
太
陽
が
丘
で
。
今

年
は
、
城
陽
市
と
合
同
で
行
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
激
戦
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

▽
「
続
・
地
域
医
療
の
在
り
方
を
考
え
る
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
開
催
｡
｡
.
C
M
月
2
2
日
出
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
’
ル

で
。
昨
年
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
皆
さ
ん

に
た
い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
国
保
事
業

開
始
3
0
周
年
を
記
念
し
て
、
さ
ら
に
内
容
を
掘
り
下
げ
た
討
議

を
行
い
ま
す
。

▽
「
宇
治
市
医
療
白
書
・
第
２
版
」
の
刊
行
…
昨
年
の
刊
行
に

引
き
続
き
、
国
保
事
業
開
始
以
来
の
3
0
年
を
総
括
し
、
未
来
の

3
0
年
を
展
望
す
る
白
書
を
刊
行
の
予
定
。

▽
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
交
流
会
…
市
国
保
で
は
、
半
日
人
間
ド

ッ
ク
健
診
料
の
補
助
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
受
診
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
や
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
効
果
を
討
議

し
、
交
流
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
（
３
年
３
月
実
施
予
定
）
。

▽
自
動
血
圧
計
の
設
置
・
・
・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
（
市
民
ホ
ー
ル
）

ほ
か
５
ヵ
所
に
、
自
動
血
圧
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▽
親
子
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
・
：
天
ケ
瀬
森
林
公
園
に
、
皆
さ
ん
の

体
力
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
木
製
の
健
康
遊
具

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

1172

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア

タ
ウ
ン

日
ご
ろ
か
ら
健
康
な
体
作
り
を

進む国保健全化への取り組み

健
康
づ
べ
り
を
広
め
る

保
健
婦
を
募
集
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